
後継者へバトンタッチ！～家族協定締結～ 

計根別　飯島さん 
芳一さんから 
裕治君へタッチ！ 

計根別　二瓶さん 
征夫さんから 
裕貴君へタッチ！ 

養老牛　井野さん 
孝司さんから 

紅恵さんへタッチ！ 



　
こ
の
た
び
三
十
二
年
間
の
職
務
を
全

う
さ
れ
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
富

田
参
事
が
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
の
日
に
は
組
合
長
を
は
じ
め
、
役

職
員
皆
で
盛
大
な
歓
送
迎
会
を
行
い
次

の
人
生
へ
送
り
出
し
た
事
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
役
職
員
並
び
に

組
合
員
へ
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

　
富
田
参
事
、
本
当
に
ご
苦
労
様
そ
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

組合の一体感と結束力が当組合の誇り、 
協同運動で難局打開を願っています。 
組合の一体感と結束力が当組合の誇り、 
協同運動で難局打開を願っています。 

１．生 年 月 日　昭和23年７月６日 
　　昭和46年３月　明治大学卒業 
　　昭和46年12月　カナダ、オンタリオ州で酪農実習 
　　昭和48年12月　帰国後、兄ともに酪農経営 
２．採用年月日　昭和51年９月  奉職  32年７ヶ月勤続 
３．主 な 経 歴 
　　昭和51年９月　営農部酪農係 
　　昭和54年４月　営農部組合員係 
　　昭和58年５月　営農部営農相談第２係長 
　　昭和61年７月　管理部次長（共済係長兼務） 
　　昭和63年２月　営農営農企画課長 
　　平成３年１月　営農部長 
　　平成６年４月　副参事 
　　平成７年４月　参事　現在に至る。 
　　　　　（但し、機構改革等による職名変更は省く） 

　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
雪
解
け
も
す
す
み
、
よ
う
や
く
春
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

ご
清
栄
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
今
冬
は
豪
雪
日
も
少
な
く
除
雪
に
忙
殺
さ
れ

ず
に
乳
牛
に
集
中
で
き
、
増
産
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
る
中
で
は
天
候
も
応
援
と
の
感
触
が
あ

っ
て
幸
先
の
良
い
四
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
す
で
に
営
農
年
度
も
す
す
み
第
１
四
半
期
で

の
計
画
実
績
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
増
産
型

の
計
画
生
産
に
向
け
て
乳
牛
群
の
整
備
や
飼
料

給
与
計
画
を
見
直
し
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

　
融
雪
後
の
作
業
準
備
や
施
設
環
境
の
整
備
な

ど
も
あ
り
、
春
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
体
も

軽
や
か
に
な
っ
て
躍
動
の
季
節
を
実
感
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
四
月
は
、
新
し
い
事
業
年
度
に
「
人
」

を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
心
機
一
転
の
気
概

を
仕
事
に
託
す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
三
月

末
を
も
っ
て
当
組
合
を
退
職
致
し
ま
し
た
。
昭

和
五
十
一
年
入
組
以
来
、
三
十
二
年
間
の
在
職

中
に
は
組
合
員
の
皆
様
に

授
精
現
場
当
時
か
ら
あ
ら

ゆ
る
業
務
で
大
変
お
世
話

に
な
り
、
職
を
全
う
で
き

ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
入
組
直
後
、
短
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
授
精
実
務
を
経
験
し
た
こ
と

で
酪
農
経
営
の
根
幹
を
占
め
る
繁
殖
技
術
の
重

要
さ
と
そ
の
後
の
営
農
相
談
担
当
時
に
は
そ
の

視
点
か
ら
共
に
考
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
又
、
青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
事
務
局
で
は

協
同
活
動
の
使
命
と
実
践
の
手
法
、
そ
し
て
何

よ
り
も
運
動
に
参
画
す
る
部
員
盟
友
の
気
概
に

触
れ
、
私
人
と
し
て
も
親
し
く
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
で
代
え
が
た
い
大
き
な
財
産
を
頂
い
た
も

の
と
感
慨
深
い
思
い
が
溢
れ
て
き
ま
す
。 

　
業
務
が
変
わ
る
た
び
に
、
新
た
に
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の

都
度
、
協
同
組
合
の
理
念
と
使
命
を
反
芻
し
な

が
ら
、
起
案
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、

常
に
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
の
は
、
生
産
現
場

の
目
線
に
立
っ
て
意
図
を
的
確
に
汲
み
取
り
、

進
む
方
向
を
定
め
て
、
明
快
な
指
針
を
示
し
続

け
る
組
合
長
以
下
役
員
諸
氏
の
洞
察
力
と
、
共

に
頑
張
ろ
う
と
い
う
組
合
員
の
一
体
感
で
あ
り

ま
し
た
。 

　
合
唱
で
喩
え
る
な
ら
ば
、
声
量
や
声
域
が
違

っ
て
い
て
も
他
の
パ
ー
ト
を
気
遣
い
な
が
ら
共

に
音
楽
を
創
り
上
げ
る
喜
び
と
そ
の
努
力
が
尊

い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
協
同

組
合
の
本
質
も
そ
の
合
唱
の
美
し
さ
と
同
じ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
当
組
合
は
結
束
力
・
団

結
力
に
富
み
、
共
存
同
栄
の
精
神
に
基
づ
い
て

協
同
活
動
合
奏
曲
を
奏
で
て
い
る
例
は
稀
で
あ
り
、

強
く
誇
り
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
役
職
員
・
組
合
員
各
位
が
今
以
上

に
力
を
合
わ
せ
農
業
経
営
と
当
地
域
が
発
展
隆

盛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

　
万
感
の
思
い
を
「
感
謝
」
の
二
文
字
に
込
め
、

退
職
の
お
礼
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 
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計
根
別
で
初
と
な
る
自
家
産
牛
乳
の
販
売
が

四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
名
前
は
「
Ｗ
Ｉ

Ｌ
Ｄ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
　
養
老
牛
放
牧
牛
乳
」。
販
売

す
る
の
は
東
養
老
牛
地
区
の
山
本
照
二
牧
場
で
す
。 

　
山
本
さ
ん
は
平
成
十
四
年
の
入
植
以
来
、
抱

き
続
け
て
き
た
牛
乳
販
売
の
夢
を
、
つ
い
に
実

現
し
ま
し
た
。 

　
販
売
す
る
牛
乳
は
、
六
十
五
℃
の
温
度
で
三

十
分
間
殺
菌
す
る
※
低
温
殺
菌
乳
で
、
普
通
瓶

（
百
八
十
㏄
）
と
大
瓶
（
九
百
㏄
）
の
二
種
類
。

価
格
は
普
通
瓶
が
二
百
円
で
大
瓶
は
九
百
五
十

円
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）。
　 

　
特
に
大
瓶
に
つ
い
て
は
定
期
購
買
の
場
合
、

八
百
五
十
円
と
割
安
で
販
売
す
る
と
の
こ
と
。

販
売
場
所
は
養
老
牛
温
泉
、
開
陽
台
、
中
標
津

空
港
、
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、

楽
天
シ
ョ
ッ
プ
や
山
本
牧
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
通
信
販
売
を
行
な
う
予
定
で
す
。 

　
販
売
す
る
量

は
、
当
面
は
二

日
に
一
度
の
四

十

を
予
定
し
、

売
れ
行
き
を
見

な
が
ら
「
い
ず

れ
は
毎
日
出
荷

と
し
た
い
」
と

山
本
さ
ん
。 

　
牛
乳
が
お
い

し
い
と
感
じ
ら

れ
る
「
牛
乳

瓶
」
で
の
販
売

に
こ
だ
わ
り
、

瓶
の
デ
ザ
イ
ン

は
放
牧
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
緑
色
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
瓶
の
ラ
ベ
ル
に
は
緑
色
と
赤
茶
色

の
二
色
を
用
意
し
、
放
牧
主
体
の
「
春
・
夏
・

秋
」
の
時
期
は
緑
色
に
、
サ
イ
レ
ー
ジ
給
与
が

主
体
と
な
る
「
秋
・
冬
・
春
」
時
期
は
赤
茶
色
と
、

季
節
ご
と
貼
り
分
け
て
出
荷
し
ま
す
。 

　
裏
面
に
は
「
北
海
道
中
標
津
町
養
老
牛
　
シ

マ
フ
ク
ロ
ウ
の
棲
む
森
の
ミ
ル
ク
」
と
題
し
、

牧
草
と
摩
周
水
系
の
水
給
与
に
つ
い
て
の
山
本

さ
ん
の
こ
だ
わ
り
を
綴
っ
た
ラ
ベ
ル
も
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
山
本
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
牛
乳
の
市
販
化
に

向
け
ノ
ン
Ｇ
Ｍ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
の
無
い
原

料
に
よ
る
）
配
合
飼
料
の
給
与
や
化
学
肥
料
の

使
用
を
控
え
る
な
ど
、

将
来
の
有
機
認
証
の

取
得
も
視
野
に
入
れ

た
飼
養
管
理
に
取
り

組
ん
で
お
り
、「
国

内
初
の
、
個
人
で
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳

の
販
売
が
夢
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。 

　
が
ん
ば
れ
!!
「
養

老
牛
放
牧
牛
乳
」。  

 

※
低
温
殺
菌
乳 

　
通
常
の
市
販
牛
乳

（
超
高
温
殺
菌
乳
・・

百
二
十
℃
、
二
秒
間
）

に
比
べ
、
蛋
白
質
が
壊
れ
に
く
く
生
乳
に
近
い

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
風
味
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。 

季節によりラベルが違う大瓶 

販売を開始する山本照二さん 

イタリア製の殺菌処理機 

計根別初
！ 養老牛の山本さんが自家産牛乳を発売 

その名も 
4月1日に

 

デビュー！
 

組合の一体感と結束力が当組合の誇り、 
協同運動で難局打開を願っています。 

木目がやさしい加工プラント 
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去
る
一
月
二
十
八
日
よ
り
二
泊
三
日
の
日
程
で
、

根
室
地
区
青
年
部
協
議
会
幹
部
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
青
年
部
か
ら
は
本
別
支
部
よ
り
蛭
田
健

太
郎
君
・
相
沢
栄
治
君
の
二
名
が
参
加
し
、
そ
の

模
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

第
一
日
目
（
一
月
二
十
八
日
） 

　
東
京
到
着
後
、
直
ち
に
農
林
水
産
省
を
訪
れ
各

課
の
代
表
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
質
問
等
も
集
中
し
て
い
た
の
は
糞
尿
処
理
問
題
で
、

北
海
道
・
本
州
で
は
堆
肥
場
と
浄
化
槽
を
整
備
し
、

い
か
に
完
熟
堆
肥
を
作
る
か
が
今
後
の
課
題
と
認

識
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
終
了
後

の
懇
親
会
で
は
農
水
職
員
と
の
交
流
が
出
来
、
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
二
日
目
（
一
月
二
十
九
日
） 

　
日
本
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
社
と
雪
印
こ
ど

も
の
国
牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本
ミ
ル
ク
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
最
近
の
乳
牛
市
場
の
動
向
や
メ

グ
ミ
ル
ク
の
製
造
工
程
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
、

消
費
者
が
求
め
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
お
い

し
さ
」「
安
心
し
て
飲
め
る
」「
価
格
が
安
い
」「
新

鮮
さ
」
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
雪
印
こ
ど
も
の

国
牧
場
は
平
成
天
皇
の
御
成
婚
事
業
と
し
て
昭
和

四
十
年
に
開
園
し
、
牧
場
の
概
要
と
し
て
は
、
乳

牛
四
十
頭
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
）、

綿
羊
二
十
頭
（
コ
リ
デ
ー
ル
種
）
を
飼
養
し
て
い

ま
す
。
搾
乳
作
業
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
牛
体
が

綺
麗
で
牛
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。「
サ
ン
グ

リ
ー
ン
」
と
い
う
特
別
牛
乳
を
試
飲
し
ま
し
た
が
、

と
て
も
コ
ク
の
あ
る
あ
っ
さ
り
と
し
た
牛
乳
で
し
た
。 

　
以
上
二
泊
三
日
と
い
う
短
い
行
程
で
し
た
が
、

貴
重
な
経
験
が
出
来
て
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
経
営
に
少
し
で
も
視
野
を
広
く
持

て
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
別
支
部
　
相
澤
　
栄
治 

堆
肥
の
攪
拌
中 

完
熟
堆
肥 

年部　　　版 

　今年、本校への入学出願で町外からの応募があり、計根別地区で「下宿」「間借り」を希望されて

います。生徒の生活を支援していただくための住環境を募集します。（開始時期は問いません。） 

　次年度以降の可能性も含め情報をお寄せください。 

【中標津農業高校　事務長　電話７８－２０５３まで】 

定期総会開催！ 
 
定期総会開催！ 
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定期総会開催！ 
 
定期総会開催！ 
 
定期総会開催！ 
 

北海道農協青年部協議会 第58回
 

　
二
十
一
年
度
の
全
道
農

協
青
年
部
協
議
会
定
期
総

会
が
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
ー

札
幌
で
開
催
さ
れ
、
根
室

管
内
か
ら
部
員
事
務
局
十

二
名
が
参
加
。
当
青
年
部

か
ら
は
鈴
木
部
長
・
中
村

副
部
長
・
久
保
監
事
・
事

務
局
の
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
年
度
活
動
計
画

は
、
組
織
・
Ｊ
Ａ
機
能
強

化
、
農
政
・
営
農
活
動
の

推
進
と
広
報
・
食
農
活
動

の
推
進
を
盛
り
込
ん
で
あ
り
、
役
員
改
選
で
新
会
長
に
選
ば
れ

た
牧
清
隆
氏
（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
）
は
組
織
の
結
束
と
魅
力
あ

る
組
織
作
り
と
、
食
育
を
通
じ
て
農
業
の
素
晴
し
さ
を
伝
え
た

い
と
伸
べ
て
い
ま
し
た
。 

○
新
役
員 

会
　
長
　
牧
　
　
清
隆 

（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
） 

副
会
長
　
吉
田
　
義
広 

（
Ｊ
Ａ
道
央
） 

副
会
長
　
植
松
　
孝
雄 

（
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
） 

副
会
長
　
八
幡
　
健
誠 

（
Ｊ
Ａ
摩
周
） 

監
　
事
　
臼
井
　
貴
之 

（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
） 

監
　
事
　
今
井
　
貴
広 

（
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
） 新三役　左から２人目、臼井氏（ＪＡ道東あさひ） 

真剣な眼差しの３名 
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初代支部長に喜来清くんが就任！ 
　
去
る
三
月
二
十
六
日
、

計
根
別
支
部
と
西
竹
支

部
が
合
併
し
、
『
東
部

地
区
支
部
』
が
発
足
、

初
代
支
部
長
に
は
計
根

別
地
区
よ
り
喜
来
清
君

が
就
任
し
ま
し
た
。
支

部
長
就
任
挨
拶
の
中
で

『
や
る
か
ら
に
は
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
！
』

と
力
強
い
挨
拶
の
中
で
、

『
し
か
し
、
自
分
一
人

が
頑
張
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
濃
密
な
活

動
を
行
う
に

は
部
員
の
協

力
を
得
な
け

れ
ば
成
し
得

な
い
し
、
合

併
し
た
意
味

が
無
い
』
と

の
挨
拶
。
こ

れ
か
ら
東
部

地
区
全
域
を

カ
バ
ー
す
る
為
、
役
員

は
大
変
忙
し
く
な
る
事

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

ベ
テ
ラ
ン
喜
来
君
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
く
若

手
の
役
員
を
配
置
し
、

機
動
力
溢
れ
る
役
員
構
成
と
な
り
、

頼
も
し
い
支
部
に
な
る
予
感
が
し
ま

す
！ 

  

　
左
よ
り 

副
支
部
長
　
松
田
　
孝
雄 

君 

支

部

長
　
喜
来
　
　
清 

君 

監
　
　
事
　
唐
崎
　
幸
道 

君 

会
　
　
計
　
杉
本
　
聡
史 

君 

 

　
食
に
対
す
る
志
向
は
、
年
齢
別

で
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
農
林
漁

業
金
融
公
庫
（
現
・
日
本
政
策
金

融
公
庫
）
の
食
の
志
向
に
つ
い
て

の
調
査
に
よ
る
と
、
年
齢
の
高
い

人
は
「
原
産
地
（
国
産
品
）」
や

「
原
材
料
（
添
加
物
等
）」
を
重
視

す
る
割
合
が
高
い
一
方
、
若
い
人

は
「
価
格
」
を
優
先
す
る
傾
向
が

出
ま
し
た
。 

　
ま
た
昨
今
の
経
済
不
況
の
な
か
、

多
く
の
国
民
が
節
約
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
は
食
費
を
切
り
詰
め
る

傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
あ

ま
り
食
費
を
か
け
た
く
な
い
と
思

う
一
方
、
健
康
的
で
美
味
し
く
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

茶
碗
一
杯
の
ご
飯
は
、
東
京
都
区

で
買
っ
た
場
合
、
一
杯
二
十
四
円

で
す
。
※
注
　
一
方
、
パ
ン
を
買

っ
た
場
合
、
例
え
ば
あ
ん
ぱ
ん
一

個
は
九
十
五
円
で
す
。
ま
た
、
お

に
ぎ
り
一
個
を
外
で
買
っ
た
場
合

一
二
二
円
で
、
家
で
ご
飯
を
炊
い

た
茶
碗
一
杯
を
自
分
で
お
に
ぎ
り
に

す
れ
ば
原
料
代
は
二
十
四
円
程
度
で

済
み
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
も
、
家

計
の
た
め
に
も
、
家
で
料
理
を
し
て

い
く
こ
と
は
賢
い
生
活
術
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 参
考
：
『
世
界
と
日
本
の
食
料
・
農

業
・
農
村
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ

ク
２
０
０
９
』 

総
務
省
「
小
売
物
価
指
数
二
〇
〇
八

年
十
二
月
「
主
要
品
目
の
都
市
別
小

売
価
格
」」 

※
注
：
ご
飯
一
杯
は
米
六
十
五
グ
ラ

ム
で
換
算
 

お
う
ち
で
作
る
お
に
ぎ
り
一
個
は
２４
円 
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計
根
別
乳
牛
改
良
連
合
会
（
二
瓶
義
則
会
長
・

会
員
九
十
一
名
）
は
四
月
三
日
、
第
三
十
三
回
定

期
総
会
を
農
協
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。 

 

　
開
会
に
あ
た
り
会
長
は
、
平
成
二
十
年
度
に
お

け
る
会
員
の
オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
受
賞
や
全
道
共
進

会
で
の
一
等
席
獲
得
、
三
代
エ
ク
セ
レ
ン
ト
牛
輩

出
な
ど
改
良
成
果
を
述
べ
る
ほ
か
、「
昨
年
度
に

引
き
続
き
会
員
の
所
得
確
保
に
向
け
て
販
売
課
と

協
力
し
、
余
剰
牛
の
有
利
個
体
販
売
に
向
け
た
取

り
組
み
と
併
せ
て
、
個
体
能
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
主
体
事
業
に
今
年
度
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

　
養
老
牛
乳
牛
改
良
同
志
会
の
佐
藤
広
光
さ
ん
が

議
長
を
務
め
た
議
事
で
乳
牛
個
体
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
視
野
に
入
れ
た
二
十
一
年
度
事
業
計

画
を
全
会
一
致
で
可
決
。 

 

　
二
瓶
会
長
か
ら
、
次
年

度
の
個
体
能
力
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
の
指
標
と

し
て
別
紙
に
て
各
同
志

会
・
組
合
・
全
道
別
の
乳

量
・
乳
成
分
表
を
配
布
し

て
改
良
意
識
を
高
め
て
い

く
た
め
継
続
し
て
年
間
の

比
較
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
余
剰
牛
の
有
利
販

売
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、

別
紙
に
て
再
度
、
初
妊
牛

リ
ス
ト
を
配
布
し
記
入
協

力
を
行
い
ま
し
た
。 

　
夜
は
場
所
を
変
え
、
平
成
二
十
年
度
各
種
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画 

【
個
体
能
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
主
体
事
業
】

と
し
て
、 

①
計
根
別
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
の
開
催 

②
親
近
交
配
回
避
リ
ス
ト
の
活
用 

③
哺
育
・
育
成
技
術
に
関
す
る
講
習
会
及
び
視
察

研
修
の
開
催 

④
市
場
上
場
牛
に
対
す
る
毛
刈
り
の
講
習
会
の
開

催 

⑤
種
雄
牛
選
定
会
議
へ
の
参
加 

⑥
他
組
織
と
の
連
携
し
た
講
習
会
の
開
催 

⑦
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
視
察
の
企
画
・

立
案 

⑧
広
報
活
動
（
広

告
作
成
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
更
新
） 

⑨
有
利
個
体
販
売

（
各
関
係
機
関

と
の
協
議
・
販

売
牛
リ
ス
ト
の

提
出
） 

⑩
人
材
育
成
（
ジ

ャ
ッ
ジ
マ
ン
養

成
・
ジ
ャ
ッ
ジ

ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
参
加
・
他
勉

強
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け
） 

 

　
平
成
二
十
年
度
特
別
表
彰 

・
第
三
十
回
オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト 

　
三
歳
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
受
賞 

　
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
　
ジ
ョ
イ
フ
ル
　
ダ
ン
カ
ン
　

エ
ル
号
　
　
　
　
　
㈱
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド 

所
有 

・
エ
ク
セ
レ
ン
ト
獲
得 

　
三
代
エ
ク
セ
レ
ン
ト 

　
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
　
ヒ
ン
ペ
ル
　
ク
オ
リ
ス

　
ブ
ル
ー
号
　
　
　
　
　
星
野
　
　
淳 

所
有 

　
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
　
ヒ
ン
ペ
ル
　
ト
リ
プ
ル

　
メ
イ
リ
ー
号
　
　
　
　
星
野
　
　
淳
所
有 

　
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
　
ヒ
ン
ペ
ル
　
キ
ャ
ス
パ

ー
　
エ
リ
ー
号
　
　
　
　
星
野
　
　
淳 

所
有 

　
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
　
ヒ
ン
ペ
ル
　
ビ
ー
ナ
ス

　
ル
キ
ア
号
　
　
　
　
　
星
野
　
　
淳 

所
有 

　
ノ
ー
ズ
ヒ
ル
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
ダ
ー
ハ
ム
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
広
光 

所
有 

　
Ｓ
Ｓ
Ｆ
　
ス
コ
ー
ピ
ー
　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
崎
　
　
智 

所
有 

・
乳
タ
ン
パ
ク
一
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
三
〇
五
日
） 

　　　　　　名　　　　　号 

ブリリアント  パペツト  セイバー 

ブリリアント  ミチコ  ブリツツ  チャーリー 

ブリリアント  マスコツト  ジェスロ 

ブリリアント  サテイ  ジュラー  ウインチェスター 

ブリリアント  プレス  チェツト 

ブリリアント  キンバリー  ビツグ  ブラザー  ケント 

ブリリアント  サマヨ  スパンキー  スクリーチ 

乳量　 

16,302㎏ 

15,293㎏ 

16,175㎏ 

13,968㎏ 

15,635㎏ 

13,585㎏ 

13,372㎏ 

タンパク量 

484㎏ 

477㎏ 

461㎏ 

449㎏ 

460㎏ 

455㎏ 

454㎏ 

㈲美馬農場 
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二
月
四
日
、
部
員
五
名
が
参
加
し

中
標
津
畜
産
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
平
成
二
十
年
度
度
、
最
後
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
、
食
品
加
工
体
験
学
習
と
し

て
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ケ
ー
ゼ
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
を
し
ま
し
た
。 

当
日
は
学
校
行
事
と
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
参
加
人
数
が
五
名
と
少
人

数
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
が
初
体
験
で
職
員
の
方
か
ら
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
の
手
順
を
聞
き
な
が
ら

腸
詰
め
を
体
験
し
た
の
で
す
が
、
な

か
な
か
上
手
に
出
来
ず
悪
戦
苦
闘
。

で
も
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
形
が
出
来
上

が
る
と
、
ち
ょ
っ
と
感
動
し
ま
し
た
。 

　
も
う
一
品
の
ケ
ー
ゼ
は
味
を
変
え

て
「
ピ
リ
辛
」
に
し
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

ケ
ー
ゼ
を
く
ん
製
機
へ
。（
そ
の
間

に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
） 

　
参
加
者
の
方
が
、
自
宅
で
ア
イ
ス

を
作
っ
て
も
な
め
ら
か
に
仕
上
が
ら

な
い
と
質
問
し
た
り
と
ア
イ
ス
が
出

来
上
が
る
ま
で
お
喋
り
を
し
な
が
ら
、

ハ
ン
ド
ル
を
回
し
続
け
る
こ
と
約
十

五
分
。
お
持
ち
帰
り
と
し
て
カ
ッ
プ

に
入
れ
、
昼
食
後
に
は
ア
イ
ス
の
試

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

三
月
二
四
日
、
中
標
津
町
根
室
農

業
会
館
に
て
第
五
十
三
回
通
常
総
会

が
行
な
わ
れ
四
十
三
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
　 

　
議
事
は
、
平
成
二
〇
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成
二
一
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算（
案
）、

平
成
二
一
年
度
会
費
の
賦
課
徴
収
方

法
（
案
）、
規
約
の
改
正
で
事
務
所

を
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
中

標
津
支
所
↓
根
釧
支
所
に
置
く
。
を

満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
通
り
計
根
別
よ
り
中
垣
直
美

さ
ん
（
本
別
）
が
監
事
に
新
任
さ
れ

ま
し
た
。 

　 会
　
長
　
中
　
岡
　
ち
よ
の
（
再
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
東
あ
さ
ひ 

副
会
長
　
井
　
上
　
順
　
子
（
再
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
標
　
津 

副
会
長
　
吉
　
田
　
ゆ
き
子
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
　
　
　
津 

監
　
事
　
用
　
松
　
易
　
子
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
東
あ
さ
ひ 

監
　
事
　
中
　
垣
　
直
　
美
（
新
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
根
　
別 

苦戦してる腸詰め 

15分回すのに頑張ってます!!
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三
月
十
七
日
、
女
性
部
で
は
第
五

十
三
回
通
常
総
会
を
農
協
第
二
、
三

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
に
は
三
十
九
名
が
出
席
。 

　
開
催
に
あ
た
り
、
西
丸
部
長
よ
り

「
女
性
と
し
て
少
し
で
も
家
計
の
や

り
く
り
に
工
夫
し
、
農
業
経
営
に
も

参
画
し
て
生
活
の
ゆ
と
り
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。
今
後
、
女
性
部
と
し
て

農
業
経
営
を
支
え
る
女
性
の
た
ゆ
ま

な
い
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
女
性
部
員
の
皆
さ
ん
に
は
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
頂
く

と
と
も
に
、
そ
の
際
に
は
消
費
者
に

対
し
て
『
値
段
が
高
い
理
由
に
は
、

そ
れ
な
り
の
価
値
が
あ
り
ま
す
よ
』

と
自
信
を
持
っ
て
薦
め
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
普
及
セ
ン

タ
ー
北
根
室
支
所
西
海
豊
顕
支
所
長

か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
議
事
に
移
り
平
成
二
十
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）、
部
費
の
賦
課
徴
収
方
法
に
つ

い
て
満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
左
記
の
通

り
新
任
致
し
ま
し
た
。 

 

　
部
　
長
　
中
垣
　
直
美
（
新
） 

　
副
部
長
　
渡
辺
　
広
美
（
再
） 

　
副
部
長
　
長
谷
川
希
美
（
新
） 

　
監
　
事
　
株
田
　
敏
子
（
再
） 

　
監
　
事
　
高
橋
　
良
子
（
新
） 

　
監
　
事
　
小
林
真
由
美
（
新
） 

ＪＡ 
計根別 女性部第53回通常総会 

　
一
月
二
十
七
日
、
畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
乳
肉

加
工
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
緑
会
会
員
六
名
が
参
加
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ケ
ー
ゼ
、
ス
ト
リ

ン
グ
チ
ー
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
経
験
豊
富
な
方
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
腸
詰

も
な
ん
な
く
こ
な
し
て
お
り
ま
し
た
。 

　
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
は
伸
ば
す
作
業
に
少
し
苦
労
し
ま
し
た
が
、

出
来
上
が
っ
た
物
を
み
て
皆
、
大
喜
び
し
て
ま
し
た
。 

　
帰
っ
て
か
ら
食
べ
る

の
を
楽
し
み
そ
う
に
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

議長の味元玲子さん 

新役員挨拶の様子 

ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
を
伸
す
の
に
大
苦
戦 

腸
詰
め
作
業 

9



10



　
四
月
八
日
、
昨
年
度

結
婚
し
た
佐
藤
真
君
・

友
美
さ
ん
、
佐
藤
雄
太

君
・
知
子
さ
ん
の
二
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
農
協
を

訪
れ
結
婚
の
報
告
を
致

し
ま
し
た
。 

　
纐
纈
組
合
長
か
ら
は

祝
福
と
激
励
の
言
葉

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方

に
は
歓
迎
の
言
葉
と
結

婚
祝
い
金
が
進
呈
さ
れ

ま
し
た
。
末
永
く
お
幸

せ
に
…
… 

 

佐
藤
雄
太
君
・
知
子
さ
ん 

佐
藤
　
真
君
・
友
美
さ
ん 
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四
月
か
ら
営
農
部
営
農
課
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
。
石
川
将
貴
で
す
。 

 

今
年
、
北
海
道
別
海
高
等
学
校
　
普

通
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
右
も

左
も
分
か
ら
な
く
不
安
と
緊
張
の
連
続

の
毎
日
で
、
失
敗
し
て
し
ま
う
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
、
失
敗
す
る

の
で
は
な
く
次
に
同
じ
失
敗
を
し
な
い

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
組
合
員
さ
ん
の
名
前
と
顔
を

覚
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
日
で
も

早
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
、
よ

り
多
く
の
組
合
員
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

の
人
と
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。 

 

ご
迷
惑
お
掛
け
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
計
根
別
農
業
協
同
組

合
販
売
部
酪
農
課
の
加
賀
谷
宏
実
で
す
。

今
年
の
四
月
よ
り
人
工
授
精
師
と
し
て
仕

事
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

だ
仕
事
に
慣
れ
ず
先
輩
方
に
ご
迷
惑
お
掛

け
し
て
い
る
の
で
、
一
日
も
早
く
一
人
前

の
授
精
師
に
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
高

校
ま
で
東
京
で
過
ご
し
、
自
然
の
溢
れ
る

豊
な
大
地
で
動
物
の
勉
強
を
し
た
い
と
思

い
酪
農
学
園
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
三

年
生
の
時
に
家
畜
繁
殖
学
研
究
室
に
所
属
し
、

牛
の
繁
殖
の
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
大
学

附
属
農
場
へ
通
い
、
直
腸
検
査
、
超
音
波

診
断
お
よ
び
授
精
の
補
助
を
行
う
う
ち
、

人
工
授
精
業
務
に
魅
力
を
感
じ
、
四
年
の

夏
に
人
工
授
精
師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

授
精
師
と
し
て
酪
農
の
盛
ん
な
道
東
、
中

標
津
で
仕
事
が
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
り
、
こ
の
強
い
気
持
ち
で
計
根
別
農

協
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
素
晴
ら

し
い
環
境
で
仕
事
が
出
来
て
大
変
幸
せ
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
少
し
で
も
地
域
の
酪
農
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
計
根
別
農
協
販
売

部
酪
農
課
の
中
條
匡
晃
で
す
。
今
年
四

月
か
ら
人
工
授
精
師
と
し
て
計
根
別
農

協
で
お
世
話
に
な
り
、
各
地
域
を
周
り

な
が
ら
日
々
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。 

　
僕
は
中
標
津
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
こ

の
町
が
と
て
も
好
き
で
す
。
広
い
放
牧

地
で
牛
が
草
を
食
む
姿
を
日
常
的
に
見

て
い
る
う
ち
に
将
来
は
酪
農
に
携
わ
る

仕
事
を
中
標
津
で
し
た
い
と
思
い
、
酪

農
学
園
大
学
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
乳
牛
の
繁
殖
に
つ
い
て
研

究
し
、
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
運
良
く
第
一
希

望
で
あ
っ
た
計
根
別
農
協
に
採
用
に
な

り
毎
日
組
合
員
さ
ん
の
家
を
回
ら
せ
て

い
も
ら
い
、
新
鮮
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
よ
り
多

く
の
人
と
牛
の
た
め
に
な
れ
る
様
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

　
四
月
か
ら
畜
産
販
売
課
で
働
か
せ
て

戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
清
水
ち
ひ
ろ

と
申
し
ま
す
。 

　
毎
日
慣
れ
な
い
仕
事
で
大
変
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
新
し
い
こ
と
に
た
く
さ

ん
挑
戦
で
き
と
て
も
楽
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。 

　
早
く
仕
事
を
覚
え
て
農
協
の
戦
力
と

な
り
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
元
気
さ
で

職
場
を
も
っ
と
も
っ
と
明
る
く
出
来
た

ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員

さ
ん
の
名
前
を
全
員
覚
え
て
一
人
で
仕

事
が
で
き
、
農
協
と
組
合
員
さ
ん
、
こ

の
地
域
の
お
役
に
立
て
る
様
こ
れ
か
ら

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
本
年
度
よ
り
新
し
い
仲
間
と 

な
り
ま
し
た
六
人
の
紹
介
で
す
。 

ATMサービス等休止のお知らせ ATMサービス等休止のお知らせ 



　
初
め
ま
し
て
今
年
の
四
月
に
、
入
っ

た
ば
か
り
の
共
済
課
、
渡
部
沙
織
で
す
。 

第
一
志
望
で
あ
っ
た
Ｊ
Ａ
計
根
別
か
ら

内
定
を
い
た
だ
き
、
一
ヶ
月
の
研
修
を

経
て
、
四
月
一
日
か
ら
共
済
課
で
先
輩

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
ま
で
と
は
全
く
違
う
環
境
と
な
り

戸
惑
う
事
ば
か
り
で
す
が
、
少
し
で
も

早
く
仕
事
を
覚
え
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
か

け
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
計
根
別
の
方
々
と
積

極
的
に
触
れ
合
っ
て
、
信
用
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

　
農
協
に
は
沢
山
の
仕
事
が
あ
る
事
を

入
組
し
て
か
ら
知
り
ま
し
た
。
未
熟
な

私
に
は
、
ま
だ
全
然
把
握
出
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
先
輩
方
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。 

　
Ｊ
Ａ
計
根
別
の
立
派
な
職
員
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
、
日
々
努
力
し
て
い

く
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

　
四
月
か
ら
新
し
く
計
根
別
農
協
に
勤

め
る
事
に
な
り
、
総
務
電
算
課
に
配
属

が
決
ま
り
ま
し
た
斉
藤
有
利
で
す
。
私

が
計
根
別
農
協
に
勤
め
た
い
と
思
っ
た

理
由
は
、
酪
農
学
園
大
学
に
入
学
し
、

サ
ー
ク
ル
の
肉
牛
研
究
会
に
所
属
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
畜
産
業
に
携

わ
る
職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
私
は
東
京
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
り
北
海
道
の
よ
う
な
自
然
に
と
て

も
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
計
根
別

農
協
に
来
て
か
ら
、
周
り
に
牧
場
が
沢

山
あ
る
こ
と
や
自
然
の
素
晴
し
さ
に
大

変
感
動
致
し
ま
し
た
。
四
月
か
ら
仕
事

が
始
ま
り
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
も

多
く
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
早
く
一
人
前
の

農
協
職
員
に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
は
背
が
小
さ
い
で
す
が
気
持
ち
は
大

き
く
持
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ATMサービス等休止のお知らせ ATMサービス等休止のお知らせ ATMサービス等休止のお知らせ 

月　　　　日 サ ー ビ ス の 休 止 状 況  

5月 

3日（日） 

4日（月） 

5日（火） 

6日（水） 

17日（日） 

コンビニおよび金融機関すべてのＡＴＭでＪＡキャッシュカードをご利用になれません。 

同上 

同上 

ＪＡ休業日のため当ＪＡのＡＴＭはご利用になれません。 

コンビニおよび金融機関すべてのＡＴＭでＪＡキャッシュカードをご利用になれません。 

　ＪＡバンクの全国統一電算システムの更改等にともない、誠に勝手ながらＡＴＭ

サービス等を下記のとおり休止させて頂きます。（ネットバンクサービスを含む） 

　休止期間中は現金のお引き出しができませんので、事前のご準備をお願い致します。 
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総　　会 

理 事 会  

纐纈　成喜 

　  信用事業担当理事 
佐藤　良文 

 

監 事 会  

室長　佐藤　良文 
松岡　幸樹 

部長　中瀬　　満 部長　松岡　幸樹 

部
長
兼
務 

   

課
長
　
熊
谷
　
昌
仙 

 

主
幹
　
藤
田
　
恒
久 

課
長
　
岩
本
　
忠
敏 

  

課
長
　
蛎
崎
　
康
夫 

  

課
長
　
大
友
　
賢
治 

 

課
長
　
高
橋
　
英
穂 

 
課
長
　
営
農
課
長
兼
務 

  

課
長
　
須
崎
　
　
徹 
   

課
長
　
桜
井
　
昭
治 

 

課
長
　
金
野
　
智
樹 

    

課
長
　
川
目
　
　
剛 

   

課
長
　
湯
山
　
　
貢 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
小
萩
　
綾
佳
・
斉
藤
　
有
利
（
試
用
） 

 

係
　
　
　
　
長
　
川
目
　
　
聡
　
係
　
小
高
　
亜
季 

 

係
長
主
幹
兼
務
　
係
　 

吉
川
　
　
茜
・
成
戸
　
道
典
・
沼
倉
　
由
希
・
北
川
　
未
来 

  

係
　
　
　
　
長
　
中
島
　
　
昇
　
係
　
七
條
由
美
子
・
渡
部
　
沙
織
（
試
用
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
高
橋
　
美
和
・
石
川
　
将
貴
（
試
用
） 

 

係
　
　
　
　
長
　
喜
来
　
　
実 

 

係
長
課
長
兼
務 

 

係
長
課
長
兼
務 

 

係
長
　
生
産
技
術
係
長
兼
務
　
係
　
岩
本
め
ぐ
美 

 

係
　
　
　
　
長
　
大
矢
根
裕
辞
　
主
査
　
太
田
　
　
孝
・
堀
田
　
秀
哉 

　
　
　
　
　
係
　
深
瀬
　
　
望
・
清
水
ち
ひ
ろ
（
試
用
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
須
藤
　
　
功
・
筒
井
悌
紀
（
臨
時
）・ 

大
槻
　
勝
一
（
臨
時
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
高
橋
久
美
子
（
臨
時
） 

 

係
　
　
　
　
長
　
深
見
　
　
亮
　
係
　
萱
岡
　
　
智
・
佐
々
木
　
完
・
星
野
　
洋
平 

　
　
　
　
　  

小
林
　
央
知
・
森
脇
　
拓
也
・
片
岡
　
美
幸
・
吉
田
　
和
弘 

　
　
　
　
　  

佐
藤
　
愛
里
・
加
賀
谷
宏
実
（
試
用
）・
中
條
　
匡
晃
（
試
用
） 

 

係
　
　
　
　
長
　
佐
藤
　
厚
柱
　
主
査
　
田
渕
　
弘
行 

　
　
　
　
　
係
　
渡
辺
お
り
絵
（
臨
時
）・
羽
田
　
依
世
（
臨
時
） 

 

係
長
課
長
兼
務
主
査
　
中
野
　
　
庶
　
係
　
神
内
　
正
成
（
臨
時
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
片
岡
　
尚
子
（
臨
時
）・ 

白
幡
　
明
大
（
臨
時
） 

組織機構図及び 
職員配置図 

組 合 長  

企画会議 

理事兼務参事 

購 買 委 員 会  
販 売 委 員 会  
総務企画委員会 

バルククーラー 
管理運営委員会 

業務審査室 内部審査室 

営　農　部 
部長　谷川　好則 
販　売　部 

部長　佐々木照弘 
購　買　部 総　務　部 

JA計根
別 

機構改革
 

総
務
電
算
課 

   

金
　
融
　
課 

  

共
　
済
　
課 

  

営
　
農
　
課 

  

基
盤
整
備
課 

 

生
　
産
　
課 

 
組
織
広
報
課 
  

畜
産
販
売
課 

   

生
乳
販
売
課 

 

酪
　
農
　
課 

    

資
材
生
活
課 

   

燃
料
部
品
課 

総

　

務

　

係

 
 

経

理

電

算

係

 
 

金

　

融

　

係

 
  

共

　

済

　

係

 
 

営

農

相

談

係

 
 

生

産

技

術

係

 
 

基

盤

整

備

係

 
 

生

産

企

画

係

 
 

組

織

広

報

係

 
 

畜

産

販

売

係

 
  

生
産
セ
ン
タ
ー
係 

 

生

乳

販

売

係

 
 

酪

　

農

　

係
 

   

資

　

材

　

係

 
  

生

　

活

　

係

 
 

燃

料

部

品

係

 

太字は4月1日付異動者
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　ここ10年、北根室地域ではサイレージ収穫形態の変化により、バンカーサイロの普及がすすんでいます。

利用年数が経つと水分と酸の影響により、バンカーサイロの床面が傷んできます。バンカーサイロの利用に

あたって、傷み度合いはグラスサイレージよりも、ｐＨの低くなりやすいコーンサイレージのほうが傷みや

すい傾向があります。 

 

○補修の必要性 

　コンクリートが劣化してくると、小石が出てきます

（写真１）。この石の行方を考えると、サイレージに混

入→牛の糞中に排出→牛が通路で石を踏んでしまうな

どの循環も想定されます。また、牛の第４胃変位手術

の際に牛の胃に多くの小石が入っているのを目にする

こともあります。 

　バンカーサイロの補修工事は夏期に限られ、バンカ

ーの空き状況と次の収穫物とのかねあい、施工期間を

考慮する必要があります。 

　このため、早いうちにバンカー補修計画を立てていくことをおすすめします。 

○ 工法の種類と特徴 
　補修はバンカー１本単位で行い、工法としては以下の方法があげられます。補修後の利用年数においては

経過を見ているのが現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※施工単価は工法・資材・面積によって異なります。 

○アスファルト施工の手順例　（写真２：施工は業者へ依頼） 
①サイロ内を清掃・乾燥させる。 

②モルタルで補修 

③アスファルトを施工 

根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

現状での利点 

耐酸性コンクリートな
ども流通 
 
 
コンクリートに比べバ
ンカー容積を減らさず
に補修できる 
 
 
掃除がしやすい、アス
ファルト同様に容積を
確保できる。 

工　法 施 工 方 法  

床面に鉄筋およびコンクリート
をうつ。傷みの状況によりコン
クリートの厚さが変動。 
 
既存の凸凹をモルタルなどで埋
めてアスファルトを敷く。エプ
ロン新設は砂利・鎮圧・アスフ
ァルト施工 
 

レジンコンクリート資材を施工
する 

施 工 期 間  

コンクリートの性質上、養生期
間も含めた施工期間が必要 
 
 
 

2～3日で使用可能
 

 
 
 

手作業につき、施工そのものに
床面積に応じた期間が必要。 

コンクリート 
 
 
 

アスファルト 
 
 
 
 

レ ジ コ ン 

写真２　アスファルト施工の様子 

写真１　バンカー床面に小石が浮いてきている（利用５年目） 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 
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り
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き
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抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

ドリョク 

田中　悠章さん　桑島　彩妃さん　川目　拓磨さん 
片岡　美幸さん　佐藤　雄太さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 
《締め切り》平成21年５月10日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」４月号誌上 

　
四
月
、
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。
農
協
で
も
新
採
用
さ
れ
た
六
人
の
新
し
い

仲
間
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
事
業
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
一
方
で

は
、
三
十
二
年
間
の
職
務
を
終
え
定
年
退
職
さ
れ
た
富
田
参
事
が
農
協
を
去
り

ま
し
た
。 

　
一
言
で
は
語
れ
な
い
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
達
は
富
田
参
事
の
教
え
を
守
り
、
計
根
別
農
協
を
盛
り

上
げ
相
互
扶
助
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
四
月
に
は
人
事
異
動
も
あ
り
、
広
報
担
当
も
替
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
何
分
初
め
て
の
誌
面
作
り
の
為
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○喜 
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組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

　４月２日計根別ジュニアホルスタインクラブは、農協会議室にて第21回通常総会

を開催しました。 

　21年度事業計画としてジャガイモ栽培・収穫を行う学習会の実施、根釧合同サマ

ースクール、全道酪農教室参加等を決定。役員改選では新会長に二瓶里紗さんが選

出されました。尚、会員数が減少し少し寂しくなってまいりました。新しい仲間を

募集致します。お問い合わせは酪農課　森脇まで。 

ハイ、チーズ！　みんなで記念撮影 

西村経済部長のお話を真剣に聞いています 
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